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乍浦とその周辺の地図
う所で役人の改めを受け、
同
所
で
一
泊
し
、
四
月
二
十
二
曰
（
五
・
二
九
）
の
昼
ご
ろ
乍
浦に到着した。幾松はすで
に
乙
吉
宅
か
ら
逃
亡
し
、
乍
浦
に向かい、喜代蔵と民蔵も
川
船
を
雇
っ
て
乍
浦
を
さ
し
て
出
奔
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
仲
間九名
と
乍浦で
合
流した
。
日
本
人
漂
流
民
の
一
行
九
名ツアー
プ
が
た
ど
り
着
い
た
乍
浦
（田富‐己巳とはどのような
所
か
。
そ
こ
は
漸
江
省
平
湖
県
ハ
ン
チ
ヨ
ウ
に
属
し
、
平
湖
の
南
方
杭
州
湾
岸
に
位
置
す
る
小
さ
な
港
町
ズ
ア
ン
で
あ
る
。
五
代
に
は
鎮
（
兵
営
）
が
設
け
ら
れ
、
南
宋
に
は
ス
ー
ツ
ア
ン
ス
水軍を、｜兀代には市船司が
253 
（釦）
置かれ、外国船の入港凸〕盛んであった。明代に倭冠の侵入を防ぐために城壁が築かれ、清代には海防の要地であった。
アヘン戦争のときは、｜時イギリス軍に占領されたことがあり、そのとき町は戦火により焼けたので、今は古い家並
みは残っていない。乍浦は古くから貿易港として栄えたが、上海に貿易の中心が移るようになると、徐々にさびれて
いった。現在は海運の町で人口は約一万、戸籍上の人口は八千という。
イ
ン
ス
エ
ク
ア
ン
チ
エ
ン
ル
ン
グ
シ
エ
ン
フ
オ
ン
乍浦の郷土史家で鎮志編纂委員会主編の般水根先生から聞いた話では、乾隆一一十年から威豊十年（一八世～一
九世紀）までの間に六十一回、六百余人の曰本人漂流民が乍浦に来ており、そのうち四十一一回、約四百名の漂流民が
曰本に帰された。乍浦で病死した曰本人も多いという。栄力丸の漂流民がやって来た威豊時代、乍浦の戸数は約一万
ル
ー
ペ
ン
シ
ア
ン
ウ
ン
ウ
であった。曰本との貿易も盛んで、蚕を輸出し、日本（長崎）からは竿銅を輸入した。清国人経営の「曰本商問屋」
（現在ある〃天妃宮砲台〃のとなり位置）もあり、積荷の検査や出入国の審査などを行ない、日本人は同所に宿泊し
た。乍浦では曰本商品もよく売られ、寛永通宝も通用したという。
さて乍浦の船着場（南門の近くに位置）に着いた漂流民九名は、上海役人の人別改めを受けたのち船手の宮（市船
司の役人か？）の所に連れて行かれ、双方の役人立ち合いのもとに乍浦側に引き渡された。それより曰本と交易して
（皿）
いる船主がいる、船会所（会館）の一一階へと導かれた。そこで先に逐電した幾松・喜代蔵・民蔵ら三人と再会した。
乙吉夫婦は、その夜別宿をとり、翌曰も会いに来た。四五曰乍浦に滞在し上海へ帰って行ったが、お互い泣いて別
れた。かくして十一一名の漂流民は五月頃（陰暦）まで船会所の一一階で暮らすのだが、食事のまずさに閉口し、改めて
乙吉宅のありがたさが身にしみた。朝は粥、昼と夜は米飯、惣菜が三鉢ばかり飯台の上に出るのだが、米の質はわる
い上におかずが脂っこく、その臭気に大いに悩まされた。その後程なく船会所の本宅（番頭などが住む）のほうに移
された。しかし、住居はよかったものの、食事は相変らず悪かった。やがて長崎弁を話す通詞一名（漂流民）と付き
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岩吉が乍浦より逃亡した理由がこれだが、漂流仲間はかれの姿が忽然と消えたことに驚き、直ちにその旨を通詞に
伝え、さらに通詞から番頭、船主にも伝えられた。けれど船主は役所には連絡せず、そのままにして置いた。五月ご
ろ
に
な
る
と
、
曰
本
へ
行
く
船
が
あ
る
と
聞
い
て
一
同
大
い
に
喜
ん
だ
。
六月初旬に至り、船主と共に役所（市船司）に出かけ、帰国を願いでると、ようやく聞き入れられ、夏に船二隻を
あ
い
ま
ち
こ
れ
な
く
昨年此所（乍浦ｌ引用者）に来りしより、渡海の事のみ曰夜相待居れど坐。、一向に出船無之．ざすれば当年夏船
お
ぼ
つ
か
な
く
は
な
は
だ
そ
れ
ゆ
え
し
あ
わ
せ
熱・無覚束、しかのみあらず此所は食物も甚あしく、其故皆々共多く煩ひ申様の仕合（あり二ｌ引用者）、此余長
居致さば命も続きがたくおもふ也。されば何国へなりとも駈落して、身の住家を栫へ、永住の計をなすにしかず。
（「栄力丸漂流記談」）
添
い
一
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
外
出
は
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
八
曰
（
九
・
一
○
）
に
は
寺
参
り
が
許
さ
れ
、
十
月
十
日
二
一・一○）には蘇州より薩州の漂流民十七名が乍浦に送られて来、同部屋に住むことになった。
年が改まって嘉永七二八五四）年正月、乙吉夫婦が上海から見舞いに乍浦を訪れ、漂流民と再会を喜びあった。
互いによもやまの話をするのだが、その折アメリカの曰本遠征艦隊の様子を尋ね、また乙吉からは昨年の八月五曰
シ
ヤ
オ
ダ
オ
ホ
イ
（一八五一二・九・七）に上海城が「小刀会」（匪徒）に占領されたニュースが伝えられた。
本稿の主人公岩吉についてはしばらくふれずに来たが、ここでかれの名前が浮上するのである。嘉永七年二月二十
二曰（一八五四・’一一・一一○）の夜、岩吉は置き手紙をし、突如乍浦を出奔するのである。その主旨は次のようなもの
であった。
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出すから、それに乗って帰国するよう申し渡された。六月一一十九曰（七・一一三）漂流民一同は役所に呼び出されると、
人別改めが行なわれた。このとき岩吉一名が欠けているのが問題となり、通詞・番頭らはきびしく取調べられた上、
イ
ギ
リ
ス
出奔した岩圭口を捜してくるよう命じられた。いろいろ探索した結果、岩吉は上海の「英吉利屋敷」（デント商会か？）
にかくまわれているらしいことがわかった。が、連れ帰ることができないので役所の手前、七月五曰上海で病死した
フ
オ
ン
リ
ことにし、その』曰届け出、事なきを得た。嘉永七年七月八曰（一八五四・八・｜）薩州の漂流民らは「豊利」号で、
ユ
ア
ン
パ
オ
ーー曰後の七月十曰（八・一二）には栄力丸の漂流民十一名が「源宝」号に搭乗し帰国の途についた。帰帆のとき、船
主の番頭一一名は、漂流民らの面前で百叩きの刑を受けたという。その後、源宝丸は同月一一十一一曰薩摩国羽嶋に寄港し
たのち二一十七曰（八・一’○）長崎に着船した。
乍浦から逃亡した岩吉のその後の足取りだが、おそらく川船を用いて上海に戻ったものであろう。上海に戻ったか
れはどこに身を寄せたのであろうか。乙吉のいるデント商会か。それとも市中に身をかくしたものか。筆者の手元に
は、これらの疑問に答えてくれる資料は無い。が、その後岩吉は琉球の那覇を経て香港に向かった節がある。ペリー
の遠征艦隊に属する運送船「レキシントン」号（六九一トン、乗組員四五名、艦長ＪｏＪ・グーフソン大尉）は、一八
五四年五月（嘉永七年四月）に下田より琉球に引き返し、同年七月ごろまで那覇に碇泊した。そのときのことである。
艦隊が那覇に碇泊中に如何なる身分のものであるかは不明だが、琉球に在った一曰本人が衣類をまるめてそれをも
ち、海岸からレキシントン号に泳ぎついた。艦上に迎へると合衆国に連れて行ってくれと願った。レキシントン号を
指揮していた士官は彼を旗艦（ミシシッピー号Ｉ引用者）に送った．そして提督（ペリーｌ引用者）は、曰本当
局から同意を得たならば少しも反対しなかったであらうが、而も曰本では臣民が同王国を離れることを厳重に禁じて
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た
ミシシッピ号が帰途支那（香港ｌ引用者）に帰るや、他の曰本人一人も合衆国を訪問し度いとの希望を述べてそ
ち
ょ
っ
と
の願ひを許された。これは前に一寸述べた青年であった。彼の曰本名はダンスケヴィッチ□四口の【のぐ旨可といふ名に
似たものであったが、漂泊の生活を送って来た者に名前をつけるのを好む水夫達は、例の通りにすぐ彼をダンケッチ
己自‐【の（ｓと名付けた。水夫達の問にもっと普通に行はれている船員固有の潭名をつけられることから脱れたのは、
この哀れな者にとって幸せだった（略）。
ダンは提督の保護をうけっ鼻非常な才能と熱心な知識欲とを発揮している。今彼が目指している通りに、もし吾が
国についてもっと色々と知った後に曰本に帰るならば、疑もなく彼は吾が国に関する少からざる知識を彼の祖国にも
（羽）
た
ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
この正体不明の曰本人はいったい何者であったのか。『ペリー提督曰本遠征記』の記述の脈らくから、この日本人
こそ伝吉であるように思えてならないが、後考を待たねばならぬ。ペリー提督を乗せた旗艦「ミシシッピ」号が、サ
ザンプトン号を従えて那覇をあとに香港へ直行したのは一八五四年七月十七曰（嘉永七・六・一一一一一）のことである。
が、香港到着の日時については不明である。ともあれ、岩吉の姿は香港に現われ、米艦に便乗を請うのである。
いることを知って居たし、又用心深くも曰本を怒らしめないやうにしようと心を用ひて、その男を迎へないことを拒
（犯）
絶し、再び彼を陸に送り返へすやうく叩じた（略）。
あれほど帰国の夢を捨てきれないでいた岩吉は、流浪の果てに再び香港に舞い戻ったのであろうか。かれはミシシ
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ツピ号に搭乗を許されたというから、同艦と共にケープホーン（南米最南端）経由でアメリカ本土に赴いたものであ
ろう。’八五六（安政一一一）年、広東領事に就任したオールコックは、二年後の五八（安政五）年春、駐日イギリス公
使に任じられ、翌五九（安政六）年六月一一十六曰（五・’’六）イギリス軍艦サンプソン号で江戸湾に到着するのだが、
同艦には伝吉が乗り組んでいたのである。アメリカに赴いた伝吉が、いつ東洋に舞い戻り、いつどこでオールコック
と知り合い、遭難以来約九年ぶりで帰国の夢を果たすことができたのであろうか。伝吉がオールコックと面識を得、
その通訳に採用されたのは広東であったようだ。その伝吉も帰国して約七カ月後にじっにあっけない最期を遂げたの
伝吉の死はいかなる意味を持っていたのであろうか。英公使館の一使用人とはいえ、かれは英国籍を持っていたよ
うだから、その死が国際問題を惹起する可能性もあった。だが、結局英政府は犯人逮捕と処罰を厳しく求めるだけに
とどめたのである。伝吉の暗殺後もさらに外国人に対する殺傷事件が頻発した。万延元年一一月五曰（一一・一’六）横浜
に上陸した藺船の船長二名（デ・フォスとデッカー）が本町において斬殺され、同九月十七名（一○・一一一○）には、
フランス公使館（’一一田済海寺）の召使い（イタリア人ナタール）が、公使館の門前で飼犬をけった武士と口論した
（弧）
あげく、相手の刀により被傷するといった事件が起った。いずれの場ヘロも下手人は遁走し、犯人は逮捕されずに終っ
パ
ニ
ッ
ク
た・こうした一連の殺傷事件は在曰外国人の間に恐怖の念を起こし、テロリストに対して何ら有効な措置を講じない
幕府に対して業を煮やした英仏蘭の外交団は、ついに共同で強硬な抗議を行ない、それをさらに有効にするため莫大
な償金と犯人の厳重追捕とを要求した。しかし、’一一月一一一曰（’一一・一一四）の桜田門外における大老井伊直弼の遭難、十
一一月五曰（一八六一・｜・’五）のアメリカ公使館付通訳ヒュースヶンの暗殺などが引き金となって、アメリカを除
く、英仏蘭の代表は、生命の安全と利益を守るために自衛せざるを得なくなり、合わせて幕府に対して有効なテロ対
である。
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策と反省の機会を与えるために、一時江戸を退去することに決し、横浜・長崎に引き揚げた。しかし、各国代表が採
ったこういった惜置は、幕府に対して十分に意義あらしめず、何ら改善の機会を与えずに終ったのである。
（６） 
（７） 
（８） 
（９） 
（皿）
（Ⅱ） 
（、）
（５）冨同・【①の三民宅の近くか。英外務省宛Ｒ・オールコック書簡（’八五九・一一・八付）を参照。〔マノクロフイル
（２） 
（３） 
（４） 《注
（１）ムラヴィエフ。アムァスキーの艦隊は十隻から成り、その内訳は、コルベット艦一隻、残り九隻は砲艦であった。
Ｊ・ラッセル外相宛Ｒ・オールコック書簡（’八五九・九・三付）。〔マイクロフイルム〕
（２）Ｒ・オールコック宛神奈川英領事館書簡二八五九・八・一一七付）。〔マイクロフイルム〕
］。□客の①【豆『宍旦の○日の｛｛ぐ目勺。］印す『・の［函］○員目四一』②ヨー」②三ご目Ｃ・『目白倖○○日□》皀雪の五五頁。
Ｊ・ラッセル外相宛Ｒ・オールコック書簡（一八六○・二・一｜一付）。同書簡はＣのの宮〔Ｓのの埣・曰三『。シ］ｇｏ丙》西のＨ
冨巳ののこのロロぐ。ご両罠『四○ａ冒四『『ロロロ富】己の（のＨ勺一の已己。（の昌国ご旨］四℃囚巨石Ｒのｍのロ（の。（○ウ○号四○口の①の。｛勺四『一一ｍ目の冒す『
８目目己・開国の【三四］ののど」函ｓ・Ｆ・己・弓勺【三＆耳困胃旦の。ご回己の○口の〔マイクロフイルム〕に収められている。
頁
｡ 
ム
､＿′ 
山
口
光
朔
訳
二
同右、六三頁。
仏外務省宛デュシェスヌ・ド。ベルクール仏総領事書簡二八五九・一一・七付）。〔マイクロフイルム〕
「
通
航
一
覧
総
輯
百
十
六
北
亜
墨
利
加
部
十
三
漂
流
」
を
参
照
。
「播州人米国漂流始末」（石井研堂編『異国漂流奇談集』（新人物往来社、昭和四十六年十二月）。
山口光朔訳「大君の都（中）ｌ幕末日本滞在記』（岩波書店、昭和六十二年九月）の六五頁．
］○可口冨．、『○○戸の〉の石口Ｑ｛一ＣＯ『＆の①四口Ｑ］四℃四口の①のシロぐの昌日の》屋留‐』申二》ロヨぐの［の】口。｛西四三四一一勺『のｍの》已霊の一六一一一
同右。
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〆￣、／￣､〆￣、グー、〆＝へ
１７１６１５１４１３ 
、￣、－〆、－〆、－〆、－〆に
お
い
て
、
浪
士
丸
橋
仙
十
印
（肥）註（９）の六五～六六頁。
（
岨
）
註
（
、
）
所
収
の
オ
ー
ル
。
（別）中里機庵驫鰔綿羊娘情
五
）
伝
吉
の
墓
の
碑
文
は
磨
滅
，
／￣～〆■～グー、／￣へグー、〆￣へ〆￣へ〆￣へ〆■へ
３０２９２８２７２６２５２４２３２２ 
、￣、-＝、＝＝、￣、－〆、＝－－－、－〆、－〆
註（、）所収のオールコック書簡（’八六○・二・四付）。
中里機庵『繍鰔綿羊娘情史』（東京赤艫閣書房、昭和六年）の二一一八頁。
伝吉の墓の碑文は磨滅しており、判読は難であるため、左記の書より原文を引いた。卑自Ｑｍｏヰヨの一一シ＆曰の》句・閃・
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の一三一一頁を参照。
「長瀬村漂流談」（『日本庶民生活史料集成第五巻』一一一一書一房、昭和五十五年三月）の六七六頁。
「世界地名大辞典７アジア・アフリカⅡ』（朝倉書店、昭和四十九年三月）および「中国歴史地名大辞典」（凌雲書
房、昭和五十五年十月）を参照。
註の（９）の六七頁。
ラ
シ
ヤ
メ
ン
マ
マ
『幕末維新辞典」（新人物往来社）の一一二四頁には、「洋妄伝吉こと小林伝吉（英国公使館通弁）高輪泉岳寺門前町
マ
マ
おいて、浪士丸橋仙十郎、久留晋二一郎、大橋寿吉郎らに斬殺される」とある。
「大日本古文書」（
『大日本古文書」〈
註の（９）の六八頁。
舩師畝鮒共訳『開国》
註（８）の一一一○一頁。
註（８）の三○一一一頁。
同右、一三頁。
註（９）の六五頁。
「栄力丸漂流記談」（『海表叢書巻一一一一（更生閣書店、昭和三年一一一月）の一五頁。
註（閉）の七二頁。 『開国逸史アメリカ彦蔵自叙伝』（ぐるりあそさえて、昭和七年十月）の七六頁。
（幕末外国関係文書之一一十九）の二五二、二七一、二七一一頁を参照。
（幕末外国関係文書之三十）の二四六～二四七頁を参照。
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〆へグー、－－、〆￣、
３４３３３２３１ 
、￣、－＝、－〆、－〆
Ｊ・ラッセル外相宛Ｒ・オールコック書簡（一八六○・二・’六付）。〔マイクロフイルム〕
垂鵬喬繩共訳「ペリー提督［
同右、一八七～一八八頁。
般水根先生によると、同治時代（’八六一一～七五）、乍浦にこの種の会所が二十カ所あったという。
麸鵬喬繩共訳「ペリー提督日本遠征記而（四）』（岩波書店、昭和四十八年十一月）の一一一○頁。
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平成五年の盛夏、筆者は上海に遊んだ。その折、友人の荘宏偉氏と共に乍浦に赴いた。早朝に起きプ○と、
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天憧路のホテルからタクシーに乗ｈソ、上海長途汽車公司がある西区姑まで行き、そこで海塩市行きの汽車（パス）に
テ
ン
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乗り、乍浦で降りた。雨漏りのするオンボロパスに乗り込んだのは午前一ハ時半ごろで、曇天の中を出発した。上海か
ら乍浦まで約一○八キロだという。パスは市内を抜けると、並木のある街道に出、そこを南西に向かってひた走った。
やがて雨がふり出し、それが窓を打ちつけるようになると、天井から雨がぽたぽた落ちてきた。後部座席はとくにそ
れがひどく、あちこちで乗客は傘をさしている。車窓には水田、柳の樹、小川、農家などが見られ、雨にぬれた緑も
色あざやかである。やがて雨も上がった。目ざす乍浦に着いたのは午前十時半ごろであった。
乍浦は中国のどこにも見られる平凡な田舎町である。かっては貿易で栄えた町だというが、そんな印象を与えない。
黒い色の古瓦の家も見られるが、それらは七、八十年前のものらしい。郷土史家の殴水根先生の話だと、新しい建物
ホ
ン
ウ
がつくられるようになったのは、一九四九年以後だという。期待－していた城壁（明代洪武十九年に建造したもの。そ
の周囲は中国の里法で九里十一一一歩Ⅱ約四、五キロ）もほんのわずか残すのみであった。曰本人漂流民が帰国の途にっ
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いた港は、旧城（乍浦鎮）の南門外に位置し、今は沿海一帯に石を積んで防潮提としている。天妃宮砲一口（一八
八四年に造られた）のそばに波止場があり、運搬船が数隻碇泊している。海の色は褐色である。港一帯に静寂が支配
しており、人影もまばらである。うすもやの立ち込めた沖合いの杭州湾を大小の船が行き来している。今ある波止場
のとなりは入江になっていて、そこに大きな廃船が船体を半分水中に沈めている。入江の周辺を緑の小高い山がとり
囲んでいる・その風景は曰本の山水を想い出させるもので曰本人漂流民も乍浦滞在中郷愁を感じたものにちがいな
〔追記〕
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乍浦の波止場から
見た杭州湾
(筆者撮影）
誼;麹:
乍浦の防潮堤と波
止場
(筆者撮影）
蕊１５銭1iii蕊Ii鑿|ill1111111l1lm11II111li1l11ll|;１１１１’
乍浦の南門外に通
じる通り
(筆者撮影）
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麻布・光林寺禅寺裏手の墓地にある伝吉の墓（正面）〔筆者撮影〕
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い。街中と港の見学をすませたのち、乍浦の人民政府分署に戻り、荘宏偉氏の通訳で殿先生に質問したり、町の沿革
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について説明をうけた。近く『乍浦新士。」の刊行が予定されていると聞いた。
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午後三時》」ろ、乍浦より金山行のオンボロパスに乗り、｜時間半ばかり田野の中を走ると、金山に着いた。一ハ時四
十五分発の上海行の汽車が出るまでだいぶ問があったので、駅の踏み段のところにしゃがみ間食を摂った。上海に戻
ったのは午後八時四十五分、もうあたりは真っ暗であった。
本稿を草する上で東京大学史料編纂所、早稲田大学中央図書館、乍浦の人民政府分署などのお世話になった外、個
人的にはガイドと通訳の労を惜しまなかった荘宏偉氏、そして乍浦の歴史について教示を得た段水根先生の協力を得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
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。
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daylight，inapublicplace，withmanypeopleabout，andyetthe 
perpetratorescaped,norhasityetbeenpossibletoobtaiｎａｎｙｔｒａｃｅ 
ｏｆｗｈｏｉｔｉｓ，，． 
（３） Ｉｗａｋｉｃｈｉｗａｓｉｎｆａｃｔｔｈｅｔｈｉｒｄｖｉｃｔｉnlkilledbytheanti-alienists， 
followingthecasesofkillingandwoundingthreeofthecrewofthe 
RussiansquadronunderthecommandofCountMouravieffAmoors‐ 
kyinAugust，1859,ａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅｍｕｒｄｅｒｏｆａＣｈｉｎｅｓｅｍａｎservant 
hiredbyJosCLoureiro，theFrenchConsulateinYokohamain 
Ｎｏｖｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ・
Itgoeswithoutsayingthattheperpetratorsofthecasesmentioned 
abovewerenotarrestedorpunishedbytheauthoritiesAfewdays 
afterDenkichfsdeath,thefuneralwasheldattheKorinjitemple(光
林寺)atAzabuinEdo,beingattendedbythelegationstafｆｓｏｆｔｈｅ
ＰｏｗｅｒｓａｎｄｔｗｏＦｏｒｅｉｇｎｃｏｍｍissionersoftheBakufu、Thecoffin
ofDenkichiwasburiedneａｒａｔｔｈｅｇｒａｖｅｏｆＨ､Heusken，the 
secretaryandinterpreterofTownsendHarris,ｔｈｅＵ・SMinisterto
Japan・TheinscriptionoftheDenkicchi'sgravestonereadsillegibly
asfollows： 
ＤＡＮ－ＫＵＴＣＬ 
ＪＡＰＡＮＥＳＥＬＩＮＧＵＩＳＴ 
ＴＯＴＨＥ 
ＢＲＩＴＩＳＨＬＥＧＡＴＩＯＮ 
Ｍ"７'z】んγCCI／
ＢＹ 
ＪＡＰＡＮＥＳＥＡＳＳＡＳＳＩＮＳ 
２９ﾉﾊﾙ""ary,1860． 
Notes： 
(1)NarrativeoftheExpeditionofanAmericanSquadrontoChina 
SeasandJapan,ＡＯＰ・NicholsonPrinters,1856．ｐａｇｅ４９７
(2)〃ぬ肌page486
(3)Ｍｒ・AlcocktoRear-admiralHope,YedoFebruary4,1860.
TakashiMiyanaga 
Tokyo，３０September，１９９３ 
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lyingatanchoratNapha,anativeofJapan,ｗｈｏｗａｓｉｎＬｅｅｃｈｅｗ,in 
whatcapacityweknownot,ｓｗａｍｆｒｏｍｔｈｅｓｈｏｒｅｔｏｔｈｅＬｅｘｉｎｇｔｏｎ 
withabundleofclothing,ａｎｄｂｅｇｇｅｄｔｏｂｅｒｅｃｅｉｖｅｄｏｎｂｏａｒｄａｎdto 
bebroughttotheUnitedStates，，ＴｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅｉｓｕｎｋ （１） 
own，ｂｕｔｈｅｍｕｓｔｈａｖｅｂｅｅｎｌｗａｋｉｃｈｉ・Thoughhｅｈａｄｔｏｌａｎｄｏｎ
ｓｈｏｒｅａｇａｉｎ,however,ｈｅｔｒｉｅｄｔｏｂｅｂｒｏｕｇｈｔｔｏｔｈｅＳｔａｔｅｓａgain 
WhentheflagshipMississippiｗａｓｏｎｈｅｒｗａｙｈｏｍｅａｎｄａｔａｎｃｈｏｒ 
ａｔＨｏngKonginJuly,1854,1wakichibeggedtoboardthewarship 
"OnthereturnoftheMississippitoChina,ｏｎｈｅｒｗａｙｈｏｍｅ,another 
oftheJapaneseexpressedadesiretovisittheUnitedStates,andwas 
gratifiedinhisdesire;ｔｈｉｓｗａｓｔｈｅｙｏｕｎｇｍａｎｗｈｏｍｗｅｈａｖｅ 
ｍｅntionedonaformerpage・ThisJapanesenameissomethinglike
Dcz"s-hezﾉﾉ花ﾉb；butthesailors,withtheirusualfondneseforchristian‐
ingthoseadoptedintotheirlovingfamily,sooncalledhimDzz〃Ｋとん〃，、
OnhisretumtoChina,IwakichibetookhimselftoKwangtlliHg 
wherehewashiredasaninterpreterbyRAlcock（1809-97),thefirst 
EnglishMinistertoJapanＯｎｔｈｅ２６ｔｈＭａｙｌ８５９,Denkichi,Ｒ､Ａｌ‐ 
cockandhissuitearrivedinEdoBay・Denkichiwasabletoreturm
homeafterabout9years，absence、Asregardshiselevenmates
leftatZha-pou，ｔｈｅｙｌｅｆｔｈｏｍｅｏｎｂｏａｒｄｔｈｅＣｈｉｎｅｓｅｊｕｎｋｔｈｅ 
Ｙｉｍ"6αo(源宝)，arrivingsafelyinNagasakionthe20thAugust,1854．
RAlcockestablishedtheBritishLegationattheTozenji（東禅寺）
inEdo・SoonafterbeginningtoliveinEdo,Iwakichibeganprofess‐
ingtobeaBritishsubject,andconductinghimselfrecklessly・He
wasshort-temperedandarrogant,wentonhorseback,anddressedin 
foreignclothes・Sometimeshishaughtyattitudecausedmuchtrou‐
bleswithauti-alienistsａｎｄｆｉｎａｌｌｙｉｔｃｏｓｔｈｉｍｈｉｓｌｉｆｅ・
Ｉｔｗａｓｏｎｔｈｅ２９ｔｈｏｆＪａｎｕａｒｙ,1860,ｔｈａｔDenkichiwasstabbedto 
deathbytwosamuraiswearingdeepstrawhats(wornbyold-time 
Japanesetohidetheirfaces)nearthegateoftheLegation． 
“Ｏｎｔｈｅ３０ｔｈｕｌｔｉｍｏ,ｂｅｔｗｅｅｎ４ａｎｄ５ｏ，clockinthealternoon，the 
Japaneselinguistofthisestablishment（longabsentfromhiscountry， 
wearingEuropeancostume)，whilestandingatthegate,underthe 
flag,wasthrustthroughfrombehindwithashortsword,ｗｈｉｃｈｗａｓ 
ｌｅｆｔｉｎｈｉｓｂｏｄｙｂｕｒｉｅｄｔｏｔhehilt･Themurderwascommittedinbroad 
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ｏｎｃｅｏｎｔｈｅＵ.Ｓ・merchantvessel，《Morrison，,ｂｕｔｈａｄｎｏｔｂｅｅｎａｂｌｅ
ｔｏｌａｎｄｉｎｈｉｓｎａtivecountry・Ａｓａｒｅｓｕｌｔｈｅｈａｄｌｏｎｇｇｉｖｅｎｕｐａｎｙ
ｉｄeaofreturninghomeandhadresolvedtohelpfellowcountrymen 
wishingｔｏｇｏｈｏｍｅＢｏｔｈＯｔｏｋｉｃｈｉａｎｄｈｉｓｗｉｆｅ（aMalayan?） 
showedeverykindnesstothethirteenJapanesewhentheyreceived 
them、
Onthe8thofApril,1853,thethirteenJapaneselefttheSusquehan‐ 
nathroughthegoodofficesofOtokichiandtheylodgedinhishouse・
ＬａｔｅｒｔｈｅｙｗｅｒｅｈｉｒｅｄｂｙＤｅｎｔａｎｄＣｏ.，asclerksandguardsmen・
WhentheMississippi（1692t.),underthecommandofCommodore 
Perry，sJapanexpeditionlandedatShanghai,theJapanesetriedtobe 
getbacktotheU・Swarships・Theythoughtitbettertohide
themselvessomewhereforawhileandifpossible,theywantedtofind 
achinesejunkwhichmighttakethemtoJapan 
NotonlyOtokichibuttheheadｃｌｅｒｋｏｆＤｅｎｔａｎｄＣｏ.，dissuaded 
themfromgoingbacktoJapan,becauseitseemedstillpremature・
HowevertheystucktOtheiropinion、Otokichiwasbeatenand
finallygotpermissiontoreturnhomeforthem、Inthemeanwhile，
threeｍｅｎ(Le・Ikumatsu，KiyozoandTomizo)ranawayfrom
Shanghai,proceedinｇｔｏＺｈａ－ｐｕ(乍浦)，l08kminthesouthwestof
ShanghaiinTche-kiangprovince(漸江省)．
Ｏｎｔｈｅ２７ｔｈＭａｙ，nineJapanese，beingaccompaniedbysome 
officials,Otokichiandhiswife,embarkedinriverboats,andmade 
forZha-pu・Onarrivingthere,afterafewdaystheJapanesewere
extraditedbytheauthoritiesandwerｅｔａｋｅｎｔｏａｓｈｉｐｃｌｕｂ，ｃｈ"α” 
伽蜘０（船会所)，ｗｈｅｒｅｔｈｅｙｍｅｔｔｈｅｔｈｒｅｅｍａｔｅｓＴｈｅJapanese
ｗｅｒｅｃｏｎｆｉｎｅｄｉｎｔｈｅｃｌｕｂａｎｄｈａｄｔｏｐutupwithmanyinconviniences， 
Ｉｔｗａｓｏｎｔｈｅｎｉｇｈｔｏｆ２０ｔｈｍａｒｃｈ，1854,thatlwakichifledfrom 
Zha-pu，leavinganotebehind・Hismessagewasasfollows;There
wasnohopeofreturninghome、Sincethefoodwaspoor，iflived
therelonghowcouldtheysupporttheirlives？Ｓｏｈｅｗａｎｔｅｄｔｏ 
ｅｓｃａｐｅｆｒｏｍＺｈａ－ｐｕｉｎｏrdertofindshelterinsomecountry・His
whereaboutsremainedunknown,thoughinquiresweremade， 
ＨｏｗｅｖｅｒｉｔｓｅｅｍｓｔｈａｔｈｅｗｅｎｔｆｉｒｓｔｔoShanghaiandlaterto 
Napha(那覇）ｉｎＬｅｅＣｈｅｗ,ｉｎJuly,1854．“Whilethesquadronwas
２６８ 
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home、TheUSGovernmenthadintendedtherescuedJapaneseto
accompanyCommodorePerry，sJapanexpeditionTheSt、Mary
arrivedinHongKongonthe20thｏｆＭａｙ,1852,ｄｒｏｐｐｉｎｇｏｆｆｅｎｒｏｕｔｅ 
ａｔＨｉｌｌｏｉｎＨａｗaiiislandwhereManzo,aboatman,ｄｉｅｄofsickness 
andwasburiedthere、Ｆｏｕｒｏｒｆｉｖｅｄａｙｓａｆｔｅｒｔｈｅｉｒａrrivalin
HongKong，thesixteenJapanesewereorderedtoembarkonthe 
Susquehanna（2450tＪ,theflagshipoftheU・SEastlndiaSqauadron
ltwasintheSusquehannathatthecastawaysmetbyaccident 
anotherJapanese,Rikimatsu(力松)，whohadbeenshipwreckedin
theautuｍｎｏｆｌ８３４，andwasthenaresidentinHongKong，Ｔｈｅ 
JapanesecantawayslodgedintheSusquehannatowardstheendof 
JuneduringwhichshestoppedatHoang-pou（黄哺)，ｉｎＫｗａｎｇｔｕｎｇ
ａｎｄＡｍｏｙ(眞門),beforereturningtoHongKong
Astimｅｗｅｎｔｂｙ，however，astheJapanesehadnochanceto 
retuｒｎｈｏｍｅ，theydecidedtodividethemselvesintotwoparties、
ＳｅｖｅｎｍｅｎｍａｄｅｕｐｔｈｅｉｒｍｉｎｄｓｔｏｓｔａｙontheSusquehannaandthe 
restresolvedtoleaveforShanghai（上海)bylandviaKwangtung
Nanjing(南京)．Ｎｉｎｅｍｅｎ(includingDenkichi)，whodisembarked
fromtheSusquehannaleftHongKongforKwangtung,werewaylaid 
byfootpadsonamountainpathinKieou-long（九龍）androbbedof
everythingtheyhadConsequentlytheyhadtoretracetheirstepsto 
HongKongandtheyreturnedtotheSusquehanna 
lnSeptemher，1852,theSusquehannaleftHongKongforKinxing 
chuan(金星111）inKwangtung,stayingthereuntilOctober、There‐
afterthreeJapanese（LeJisaku,KamezoandHikotaroaliasHik‐ 
ozo）ｌｅｆｔｆｏｒＡｍｅｒｉｃａｌｎＤｅｃｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓameyear,theSusque‐ 
ｈａｎｎａｌｅｆｔｆｏｒＡｍｏｙａｎｄｔｈｅｎｈｅａｄｅｄｆorManilainLuzonisland， 
returningbacktoHongKongagain 
lnthemiddleofJanuary，1853,thethirteenJapaneseleftHong 
KongforShanghaionboardtheSusquehanna，arrivinginShanghai 
aboutoneweekafterwardsOnedayafterarrivingthereaJapanese 
namedOtokichi（乙吉）aliasOttosanhadaninterviewwiththe
JapaneseontheSasquehanna、Ｈｅｗａｓａｌｓｏａｃａｓｔａｗａｙ,ｗｈｏｈａｄ
ｂｅｅｎｓｈｉｐｗｒｅｃｋｅｄｂｙａｓｔｏｒｍｉnNovember，1830,ｔｈｅｎｗｏｒｋｉｎｇｆｏｒ 
ＤｅｎｔａｎｄＣｏ.，（宝順洋行）ａｓａｃｌｅｒｋ・Otokichihadbeensenthome
２６９ 
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Ｄｃｚﾙﾉｾ"tc4aJapaneselinguisttothe 
BritishLegationinEdo・
ThisarticleconcernsthemurderofaJapanesecastawaynamed 
Denkichi（伝吉）ｗｈｏｗａｓｂｏｒｎｉｎＳｈｉｏｔｓｕｍｕｒａｉｎｔｈｅｃｏｕｎｔｙｏｆ
Ｋａｍｏ,Kishpprovince（紀州加茂郡塩津村)，（thepresent-dayShiotsu，
Shiotsutown,Wakayamaprefecture）Hisbackgroundisobscure， 
ｂｕｔｉｔｓｅｅｍｓｔｏｍｅｈｅｓｕｆｆｅｒｅｄｍａｎｙｖｉcissitudesduringhislife、
About7monthsafterreturninghome，ｈｅｗａｓｋｉｌｌｅｄｂｙｔｈｅｔｗｏ 
ｓａｍｕｒａｉｓｉｎＥdoHewasthenworkingfortheBritishLegationin 
Edoasaninterpreter・Ｈｅｗａｓｆｏｒｍｅｒｌｙｏｎｅｏｆｔｈｅｃｒｅｗｏｆｔｈｅ
Ｅｉrikimaru(栄力丸)，ashipownedbyHachisaburoMatsuya(松屋八
三郎)，aresidentofOishimurainSetsunokuni(摂津国大石村)．
Ｉｎｔｈｅｅａｒｌｙｗｉｎｔｅｒｏｆｌ８５０,ｔｈｅｓｈｉｐｗａｓｏｎｉｔｓｗａｙｈｏｍｅｆｒｏｍＥｄｏ， 
carryingacargoofsoybeans,wheat,walnutsandsardinespickledin 
sakｅｌｅｅｓＯｎｔｈｅｎｉｇｈｔｏｆ２ｎｄｏｆＤｅｃｅｍｂｅｒ，however，shewas 
overtakenbyastormandbegaｎｔｏｄｒｉｆｔａｔｔｈｅｍｅｒｃｙｏｆｔｈｅｗａｖｅｓ、
Seventeenmenonboardtheshipprayedfordivineprotection,cutting 
theirowntopknotsandsawiｎｇｄｏｗｎｔｈｅｍａｓｔ・Thereafterthedis
mastedshipcontinueddriftingonandontothesoutheast、Sincethe
shipwascarryingenoughprovisions,therewasnofearofstarvation・
Thedriftingcontinuedforabout53daysduringwhichtheEnrikima‐ 
ruencounteredgreatstorms9times、Threeofthesestormswere
beyonddescription 
However，ｔｈｅＥｎｒｉｋｉｍａｒｕｗａｓｌｕｃｋｙｅｎｏｕｇｈｔｏｅncounterandre 
scuedbyanAmericansailingvessel,ｔｈｅＡｕｃｋｌａｎｄＯｎｔｈｅ５ｔｈｏｆ 
ｍａｒｃｈ，1851,aftervoyagingfor43days，theshipfinallypulledinto 
theportofSanFranciscoSoonafter,ｔｈｅAucklandbeganunload‐ 
inggoodsfromKwangtung(広東)．TheseventeenJapanesewere，
thereater,orderedtoboardthePolk（600t.)，asteel-boundshipused 
bytheU・Scustomhouseandtheylivedontheshipforaboutayear・
ＯｎｔｈｅｌｌｔｈＭａｒｃｈ,1852,allJapanesecastawayswereordereｄｔｏ 
ｂｏａｒｄｔｈｅＳｔ・Mary,aUSwarship,ａｎｄｔｏｓｔａｒｔｏｎｔｈｅｉｒｊｏｕｒｎｅｙ
２７０ 
